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平成２８年度第７回（第３４回） 

３市共同資源物処理施設整備地域連絡協議会  
日時：平成２８年１０月１５日 PＭ６：３０～ 

場所：桜が丘市民会館    

出席者：別途(衛生組合作成議事録による) 

 

１． 序 

標題の通り平成２８年度第７回会議を開催した。 

 

２． 参考資料 

本日の打ち合わせには以下資料を使用した。 

◎(1)  平成２８年度第７回（第３４回）レジメ：H28.10.15 

  ×(2)  懸案事項確認表（施設建設の部）：H28.10.15 

  ◎(3)  生活環境影響調査書の意見書に対する見解： 

  ◎(4)  ３市共同資源物処理施設建設スケジュール（案）：H28.10.15 

×(5)  山崎氏（要求：確認事項リスト）：H28.10.15 

×(6)  小平市の組成分析結果の比較資料：H28.10.15 

×(7)  環境省作成の一般廃棄物～を引用：H28.10.15 

×(8)  廃棄物処理法の解説（平成２４年） 

  ◎(9)  環境大気中の｢総揮発有機化合物｣の調査・分析方法について：H28.9.10 

◎(10) 大気汚染防止法の規制対象となる揮発性有機化合物排出施設及び排出基準法 

：H28.09.10× 

 

３． 議事進行 

3.1  建設の部（ ～ PM８：１５） 

 (1) 生活環境影響調査書のホームページ UPはいつですか？（山崎） 

   ９月中に UP出来ず、１０月１７日に UP予定（組合） 

(2) 2(3)項資料説明 

  本紙について１０月１７日にホームページ UP実施予定 

(a) No.1：騒音は規制基準より１０ｄB低い値 

(b) No.2/No.3：活性炭／光触媒方式を採用、定期的健康診断は実施せず 

(c) No.4：No.2と同様な見解 

(d) No.5： 1：No.2と同様 

           2：類似施設：神奈川県環境科学センターの数値を使用 

 (e) No.6/No.7：No.2と同様 

(f) No.8：二酸化窒素：環境基準内に対応可能 → No.2と同様 

(g) 風の方向（冬期）（森口） 
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   NNEの方向になっている（組合） 

(h) 活性炭の交換時期関連 

  ・ ８０％の論拠が良く判らない。（森口） 

・ 発生源 → 出口（８０％ 減少）（組合） 

・ 測定値からみてその傾向をチェックし、交換をする。（組合） 

・ 活性炭＋光触媒との組み合わせを含め、実設計を進めたい。（組合） 

 

(3) スケジュール（案） 

(a) 2(4)項資料による。 

(b) グレー部分が日程変更 Itemです。 

(c) １０／０３；組合派遣議員に内容説明をした。 

(d) ０１／下旬：本契約（予定） 

(e) H２９年／０８月：現場着工（予定） 

(f) 遅延の原因 

   業者との Spec.固め（価格）がその要因です。 

(g) 価格との乖離状況は？ 

  Estimate:３０～４０億：業者提示 

         ↓ 

  この Cost低減で進めている。 

  （メーカー数は契約行為の為、開示出来ない） 

  （諸経費を含めての価格） 

(h) 価格は青天井ではない。 

  （この為に調整に時間がかかっている）（組合） 

 

(4) 2(9)/(10)の資料説明（０９／１０配布資料） 

    ４００ ppmc  ＝ トルエン換算： ２１５，２００ μg/㎥  

       ↓                  ↓ 

 

 

 

 

 

 

(5) 2(8)項資料説明（組合）（光橋さん質問） 

  「一般廃棄物は自区内処理が原則である」の説明。 

  （法的には明文化されていない） 

（行政側の方向）→ 原則   自区内処理 

             例外処置 委託処理 

シックハウス問題に関する 

検討会中間報告書 

 

揮発性有機化合物 

（大気汚染防止法） 

（寝屋川で採用の値） 

（215,200μg/㎥以下で運用している） 

の２つあり 
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(6) 2(2)項資料 

  組合側は回答欄へ入れて欲しい（岡田） 

 

(7)「えんとつ」の建設に着手します？ （PM０８：１５～０９；１５） 

  ・ これの文書は問題ないのですか？（田中） 

  ・ 「着手」→ 「建築事務を進めます」の意味です（組合） 

  ・ この形で理解して戴きたい。（組合） 

・ ３０～４０億について組合議会で議決されたのですか？（山崎） 

・  この「えんとつ」記事は訂正が必要ではないか？（谷本） 

訂正についてホームページ等でアップしなくて良いのですか？ 

→ しません（組合） 

・ この表現で問題ないと考えております。（組合） 

 

・ 上限価格（Upper Limit Price）は決めていないのですか？（山崎） 

      今は発表出来ない。（組合）→ 調整中 

・ （予算額＋補正額）11/22組合議会 

→ この後にしか提示出来ない。（組合）→ 価格は Overの方向か？ 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「えんとつ」の文書の書き方 → 考慮して戴きたい。（組合の皆様へ）：岡田 

・ ３月号「えんとつ」に改定内容を明記して戴きたい。（表現に気をつけて）：岡田 

・ 次回 11/12：価格提示は出来ない。 

・ 次々回 12/10：ここでは発表出来る。（議会で可決されれば）予定。 

 

次回 Meeting：１１月１２日 PＭ６：３０～ 

 

サイン 

（環境性能） 

Spec. downは絶対にない。 

これは約束する。 

・価格の乖離の説明が 

必要と考えます（松本） 

・ランニングコストも 

入るべき（松本） 

 


